
松山歯科衛生士専門学校

3ポリシー
本校では、以下のような能力を身に付け、且つ所定の課程を修了した

学生は卒業を認定し、専門士の称号を授与します。

1
ディプロマ・ポリシー
D i p l o m a  p o l i c y

卒業認定・称号授与の方針

本校では、教育目的・目標に基づき、歯科衛生士として必要な知識、技術、人間力を修得し、

また総合的な実践力を養うために、講義・実習等を適切に組み合わせ、

基礎分野、専門基礎分野、専門分野の科目を体系的に配置した教育課程（カリキュラム）を編成します。

2
カリキュラム・ポリシー
c u r r i c u l u m  p o l i c y

教育課程編成・実施の方針

本校は、学ぶ意欲のある方の夢の実現の場であることを使命とし、

社会が求める教養と高度な専門性を身につけた専門士の育成を目指しています。

形式的な学力にこだわらず、人間力を磨き、自立し、生涯にわたって多様に活躍できるキャリア形成の場を

提供しています。知的好奇心と探究心を抱き、自らの将来をイメージし、就学の意欲に富んだ人を求めています。

3
アドミッション・ポリシー
a d m i s s i o n  p o l i c y

入学者受入れの方針

3年間のカリキュラムを通し、歯科衛生士として必要な基本的知識・技術を修得するとともに、

社会に貢献できる実践的能力を身につけること。

患者さんに寄り添い、臨機応変に対応できる柔軟性、コミュニケーション能力を身につけること。


